
14	 フ  レ  ン  ド

うながし
ポテトチップスの 

ヘイリー・ヤンシー
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

マヤは材
ざい

料
りょう

をかくにんしなければいけないと強
つよ

く感
かん

じました。

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

マヤはイチゴをうすく切
き

り，フルーツサラダのボウルに加
くわ

え
ました。果

くだ

物
もの

はマヤがいちばん好
す

きな食
た

べ物
もの

です。果
くだ

物
もの

のあざやかな色
いろ

が大
だい

好
す

きなのです。それに，果
くだ

物
もの

は食
た

べるとき
に心

しん

配
ぱい

をする必
ひつ

要
よう

が一
いっ

切
さい

ありません！
マヤには食

しょく

物
もつ

アレルギーがたくさんあります。食
た

べてはいけ
ない食

た

べ物
もの

を口
くち

にするとひどく具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなるかもしれないの
で，気

き

をつける必
ひつ

要
よう

があるのです。小
ちい

さいころ，マヤは間
ま

違
ちが

って
牛
ぎゅう

乳
にゅう

を飲
の

んでしまい，こきゅうができなくなり，病
びょう

院
いん

に行
い

かなけ
ればなりませんでした。もう二

に

度
ど

とあのようなことはおこって
ほしくありません。
友
とも

達
だち

や家
か

族
ぞく

とちがう物
もの

を食
た

べなければならず，つらい思
おも

いを
することもあります。それでもマヤは，安

あん

全
ぜん

な物
もの

を食
た

べることが
大
たい

切
せつ

だと知
し

っていました。
マヤはフルーツサラダをカウンターに運

はこ

びました。「サラダ
ができたよ。」
パパがかきまぜていたなべから顔

かお

を上
あ

げました。「よかった！
もうすぐお客

きゃく

さんが着
つ

くからね。」
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ノックの音
おと

が聞
き

こえて，マヤは走
はし

っていってドアを開
あ

けまし
た。ポーチにいたジョンソン家

か

族
ぞく

と宣
せん

教
きょう

師
し

たちがマヤに向
む

かっ
てほほえみました。ジョンソン家

か

族
ぞく

はマヤの家
か

族
ぞく

の友
とも

達
だち

です。
こうしてまた会

あ

えて，マヤはうれしくなりました。ドアを大
おお

きく
開
あ

けて，みんなに中
なか

に入
はい

ってもらいました。 
夕
ゆう

食
しょく

を待
ま

っている間
あいだ

，宣
せん

教
きょう

師
し

の一
ひと

人
り

がマヤに手
て

品
じな

を見
み

せてく
れました。長

ちょう

老
ろう

がどうやってマヤの耳
みみ

からコインを取
と

り出
だ

した
のか，マヤにはまるで分

わ

かりませんでした！
じきに食

しょく

事
じ

の時
じ

間
かん

になりました。ジョンソン兄
きょう

弟
だい

がおいのり
をしました。それから全

ぜん

員
いん

が列
れつ

を作
つく

って，自
じ

分
ぶん

のおさらに料
りょう

理
り

を
よそいました。

自
じ

分
ぶん

の順
じゅん

番
ばん

が来
く

ると，マヤはフルーツサラダをたっぷり取
と

り
ました。牛

ぎゅう

乳
にゅう

が入
はい

っていると分
わ

かっている料
りょう

理
り

はさけました。
それから，ポテトチップスが入

はい

った大
おお

きなふくろを手
て

に取
と

り，
おさらにパラパラとのせました。前

まえ

に食
た

べたことがあるチップ
スと同

おな

じ種
しゅ

類
るい

のものに見
み

えました。マヤはそれを一
いち

まい，口
くち

に
入
はい

れました。
けれど，かみ始

はじ

めたとき，ある強
つよ

い気
き

持
も

ちを感
かん

じました。材
ざい

料
りょう

をかくにんしなさい，と心
こころ

の中
なか

で声
こえ

がしたのです。
マヤはかむのをやめ，ふくろに書

か

いてある材
ざい

料
りょう

のリストを見
み

ま
した。牛

ぎゅう

乳
にゅう

が使
つか

われています！
マヤはナプキンを手

て

に取
と

り，できるだけいそいでチップスを
口
くち

から出
だ

しました。目
め

になみだがうかんできました。ポテト
チップスはまだ飲

の

みこんではいませんでした。それでも，何
なに

か悪
わる

いことが起
お

こるでしょうか。
「ママ！ パパ！」マヤは両

りょう

親
しん

のもとにかけよりました。「牛
ぎゅう

乳
にゅう

が入
はい

ったポテトチップスを口
くち

に入
い

れちゃったの！」
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

よ」とママが言
い

いました。「薬
くすり

を取
と

ってきましょう
ね。」マヤはお母

かあ

さんがわたしてくれた薬
くすり

を飲
の

みこんで，深
しん

呼
こ

吸
きゅう

をしました。薬
くすり

がきいてくるのを待
ま

つ間
あいだ

，パパがマヤをだきしめ
ていました。

数
すう

分
ふん

後
ご

，ママが「気
き

分
ぶん

はどう？」と聞
き

きました。
まだこわいです。でも体

からだ

の具
ぐ

合
あい

が悪
わる

いという感
かん

じはありませ
んでした。「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

みたい。だけど，祝
しゅく

福
ふく

をしてもらってもい
い？」
「もちろんだとも」と，パパは言

い

いました。「宣
せん

教
きょう

師
し

たちにも
手
て

伝
つだ

ってもらおう。」

マヤは椅
い

子
す

にすわり，パパと宣
せん

教
きょう

師
し

たちがマヤの頭
あたま

に手
て

を置
お

きました。 3 人
にん

はマヤが無
ぶ

事
じ

であるように祝
しゅく

福
ふく

しました。マヤ
は心
こころ

が落
お

ち着
つ

きました。いやな気
き

持
も

ちはすっかりなくなりまし
た。
「ふくろに書

か

いてある材
ざい

料
りょう

をかくにんすることに，どうして気
き

づいたの？」ママが聞
き

きました。
「せいれいからのけいこくを感

かん

じたの！」
パパがギュッとだきしめてくれました。「マヤが耳

みみ

をかたむけ
てくれて，ほんとうにうれしいよ。」

マヤはこっくりとうなずきました。マヤは天
てん

のお父
とう

様
さま

が自
じ

分
ぶん

を愛
あい

し，気
き

にかけてくださっていることが分
わ

かりました。●
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